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『先天元始土地宝巻』について 

 

關于《先天元始土地寶卷》 
 

大 塚 秀 高 

 

Hidetaka OTSUKA 
 

  まえがき 

『先天元始土地宝巻』略して『土地宝巻』は、

中国国家図書館に蔵される鄭振鐸旧蔵本で知

られる。『西諦書目』巻五集部下宝巻類は以下

のごとくこれを著録する。 

 

先天元始土地宝巻二巻 清刊本 二冊 五六三 

 

 鄭振鐸はその『中国俗文学史』（長沙商務印

書館、1938年）の第十一章宝巻で、この宝巻に

つき以下のように述べている。 

 

  是有趣味的一個寶卷，乃是土地寶卷。(一

名先天原始土地寶卷)把白髮蒼蒼的土地公公

作為一個與玉皇大帝鬥法的英雄，這是從來不

曾有過的一個傳說。 

這裏寫的是天與地的鬥爭；寫的是『大地』

化身的土地神如何的大鬧天宮，與諸佛、諸神

鬥法。他屢困天兵天將，成為齊天大聖孫悟空

以來最頑強的『天』的敵人。顯然的，這寶卷

所敘述的受有華光天王傳和西遊記的影響(下

略)。 

 

 鄭振鐸はこの後『先天元始土地宝巻』の「元

始賜宝品第五」から「問仏因由品第十一」まで

を引き、その後のあらすじを要約紹介した後、

「這個寶卷為明、清間的刊本，惜未能知其作者」

と述べ、『先天元始土地宝巻』への言及を終え

ている。本論はこの『先天元始土地宝巻』につ

きいささか所見を述べようとするものである。 

 

  一 『先天元始土地宝巻』の研究史 

『中国俗文学史』は「先天原始土地寶卷」、

「明、清間的刊本」とし、『西諦書目』は「先

天元始土地宝巻」、「清刊本」とするが、巻頭

の正名は「先天元始土地宝巻」であるから、『中

国俗文学史』の記載は誤りということになる。

毎折四行、毎行十五字からなる折本（梵篋装）

で、刊行時期は不明である。上下二巻二十四品

に分かれるが（後述）、上巻末の第十二品は後

半三分の二ほどを欠いている。 

鄭振鐸以後に『先天元始土地宝巻』に言及し

た者に劉光民がいる。劉光民はその『古代説唱

弁体析論』（首都師範大学出版社、1996年 8月）

で、成相、俗賦以下全十八種にのぼる説唱文学

を、語釈、簡単な解説とともに引用紹介する。

その宝巻部分で取り上げられているのが『先天

元始土地宝巻』であるが、引用部分は『中国俗

文学史』のそれとまったく同一であり、おそら
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くその再引と考えられる。「二卷 24 品」とす

るのも胡士瑩の『弾詞宝巻書目（増訂本）』（古

典文学出版社、1957年 3月）の記載「二巻二十

四品。明清間刊梵箧本」によったものにすぎま

い。ちなみにその解説部分を以下に引こう。 

 

《先天元始土地宝巻》，又可简称为《土地宝

卷》，共二卷 24四(×)品。 

《土地宝卷》各品的格式整齐化(画)一，都

是先有一段较长的散白，然后以一联七言偈语

引出七言或“攒十字”的大段韵文，接着是一

小节似词牌的长短句，最后再用五言四句偈贊

过渡，引出两首同牌子的小曲作结束。这样的

体制和明末清初时流行的宝卷是大体一致的。

郑振铎先生所藏此卷正是明清间梵箧本，因

此，可以判定《土地宝卷》为明末或清初时的

作品。 

(中略)但从其基本情节和人物看，显然受了

《西游记》一类神魔小说的影响，老土地身上

也很有些孙悟空的影子。 

 

 劉光民はここで『先天元始土地宝巻』の体制

につき「和明末或清初时流行的宝卷是大体一致

的」と述べ、鄭振鐸の「明、清間的刊本」とす

る説に言及した上で「可以判定……为明末或清

初时的作品」と成立時期を断じた。しかし「明、

清間」は必ずしも明末清初を意味しないし、こ

の刊本には刊記など刊年を特定できる記載が

一切なかったから、明ないしは清の刊本である

かにも異論がないわけではなかった。したがっ

て、他に根拠がなければ刊本と著録しておけば

過不足はなかった。体制の流行により論じうる

成立時期は上限に過ぎない。だからその成立時

期にしても、それを「明末或清初」とするには、

刊本の刊行時期と別の角度からの検討が必要

となるのである1。民間に流伝することの多い宝

巻の場合、刊本以前に鈔本が存在した可能性が

高いうえ、転写のたびに修改が加えられたと思

しいから、その成立時期と原初の様態について

はより慎重に検討する必要があるのである（後

述）。 

成立時期と原初の様態の問題についてはし

ばらく置き、ここでひとまず『中国宝巻総目』

が著録する『土地宝巻』につき紹介したい。 

 

土地宝巻 

(1) 《河西宝巻続選》（段平編，新文豊出

版公司，1994，台北）収整理本，底本不

詳。 

 

段平の「後記」によれば、『河西宝巻続選』

は蘭州大学の段平が河西で蒐集した宝巻群を、

台湾の清華大学の王秋慶の斡旋により新文豊

出版公司から排印出版したものであるらしい

から、底本は蘭州大学の蔵本であろう2。では筆

者がその中の『土地宝巻』を紹介するのはなぜ

か。その内容に注目すべき点があるからである。

『土地宝巻』は、表現に違いこそあれ、『中国

俗文学史』所収の『先天元始土地宝巻』と同一

内容のものであって、それを噛み砕きやや読み

易くしたもの、つまり『先天元始土地宝巻』の

別バージョンにほかならなかった。ただし、巻

頭と末尾に『先天元始土地宝巻』にない韻文が

あり、土地爺の姓を一般に玉帝の姓とされる張

とする点、品分けをせず、したがってこの部分

のみで完結した作品の体をなしている点が異

なる。 

ちなみに、巻頭の韻文とそれに続く一文、な
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らびに末尾の韻文を以下に引いておく。 

 

 土地老爺本性(姓)張  拄個拐杖走四方 

  安福一方民擁戴  天下太平香火旺 

 土地爺姓張，轉遊四方，他是無極化身，無

所不在處處在，無處不有處處有。 

 

  說完土地鬧天宮  今夜念卷到此終 

  我念三天不怕累  只要大家高興聽 

 

問題はこの『土地宝巻』の出自である。底本

を見ずに軽々に断ずるべきではあるまいが、筆

者はこれを『中国俗文学史』公刊以後に、そこ

に収められている『先天元始土地宝巻』の第五

から第十一品までをもとに作られたものでは

ないかと考えている。 

 

二 『先天元始土地宝巻』の構成とあらすじ 

『先天元始土地宝巻』は「混元初化品第一」

以下の二十四品と、これに先立ち巻頭に冠され

る「諷経呪」挙香讃」ならびに「開経偈」から

なっている。以下に「開経偈」と二十四品の内

容を簡潔に紹介したい（「元始賜宝品第五」か

ら「問仏因由品第十一」まではあらためて紹介

の必要はないのだが、行論の都合もあり再度こ

こで紹介させていただく）。 

 

開経偈 

無極から太極が、太極から両儀が、両儀か

ら陰陽が、陰陽から天地が生まれ、天地から

万物が生まれる。天地世界はことごとく無極

の化身である。土地は無極聖祖の化身で、無

極は土地、土地は無極にほかならない。世界

万物は皆土地から生じた。土地は一名正直平

等の神、又の名を感応増福財神という云々。 

混元初化品第一 

土地の骨格が山嶽坵嶺に、血脈が湖海江河

に、毛孔が草木叢林となった。万物は土地か

ら生まれて土地に帰り、諸仏は土を借りて安

居し、大地男女は土地によって生活している。

無極聖祖は乾坤に化し、万物を生じさせ人を

養育している。 

曠刼功行品第二 

天堂地獄、四生六道、天上人間、諸仏国土

はすべて土地の上に発生している云々。 

供養諸仏品第三 

  土地が老公に化し皆と仏の説法を聞きに

ゆく。仏はその原形を知り、座席を与え、説

法を始める。 

諸仏遊楽品第四 

土地が仏を尋ねて兜率天にゆき、順次星宿

天、日光天、月光天、四天王宮、忉悧天にゆ

き、忉悧天で霊霄殿をはるかに望み、男女の

天人を観る。 

元始賜宝品第五 

  金星に遇った土地は、三清宮にいって元始

天尊に参見するよう指示される。土地が自分

の「貼骨尊親」と知った元始天尊は、これに

杖として如意を賜り、霊山で仏を待つよう告

げる。 

南天門開品第六 

  南天門までやってきた土地が霊霄殿に詣

でようとして天兵天将に阻まれ、怒って杖で

南天門を打ち破ってしまう。 

神兵大戦品第七 

  玉帝が二十八宿、九曜星などを遣わし土地

を捕らえようとするが勝てない。 

地金水泛品第八 
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  玉帝はさらに五方五帝、五斗神君、三十六

天罡、七十二地煞などを遣わすが、土地は神

通力を発揮し、地となり金となり水となりし

て闘う。玉帝はやはり土地に勝てない。 

樹林火起品第九 

  玉帝は四大天王、八大金剛などを遣わし三

日三晩土地と戦うが、林や火となって闘う土

地に勝てない。 

地搖物動品第十 

  玉帝は南極に命じ、通天大聖や斉天大聖

（行者）を率いて戦わせるが、土地が杖を振

るうと天地が動揺し、空中の神仙も立ってい

られず、各々逃げ出す。 

問仏因由品第十一 

  行者が土地との一騎打ちを求め、身外身の

法を使うが、土地は巨大になり、すべての天

兵や神仙を体に取り込んでしまう。玉帝が霊

山の仏に土地の素性を問うと、土地は無極の

化身であるとの返事。玉帝は後悔する。 

普賢如意品第十二 

  仏は普賢菩薩から土地を鎮めるために如

意を借り、それを四掲帝に授け土地と戦わせ

る。土地は（捉えられ霊山にひきたてられる）。 

土地回心品第十三 

  仏を尋ねる一心であったのに、まどいから

これまでの功徳が無になってしまったと歎

き、土地は仏の面前で紅炉に跳び込んでしま

う。仏は「土地当来，有大功徳，普顕威霊，

三千大千，恒沙世界，処処現身，天上人間，

普受供養麼」と述べる。 

仏讃土地品第十四 

阿難が仏に土地の功行を問い、仏がそれに

答える。 

隋(隨)方安住品第十五 

仏は韋駄を遣わし、娑婆世界にあまねく土

地の廟堂を建てるようふれさせ、あわせて土

地の絵姿を王舎城内に空から落とさせる。 

土地分理品第十六 

仏の前に姿を現わし感謝を述べた土地だ

ったが、それまでの経緯につき釈明するなか

で玉帝の忘恩への憤りが募り、我が地の上で

修行したのに謝恩の意がないなら地を返せ、

返さないなら天宮を壊すと訴える。仏からそ

れを聞いた玉帝は要求をつっぱね、土地は大

いに怒る。 

土地顕化品第十七 

仏は玉帝に天宮を土地と折半するよう提

案する。玉帝は、土地は高々一人ではないか

と拒む。それを聞いた土地は本体にもどり、

乾坤いっぱいに広がってみせる。仏も自分は

説法に先立ち土地を安ずると玉帝を説得す

る。（玉帝も最後は仏の提案を受け入れる。） 

土地出巡品第十八 

仏が韋駄を遣わし土地の功徳を述べる宝

巻を造らせる。三宝庄の李明真が柳林庵で土

地宝巻を遺集し、あまねく四方に伝える。空

中を遊行し各地で土地宝巻が宣巻されてい

ると知った土地は、当直の神将に、行善の人、

供養の家への善処を求める。 

察看幽冥品第十九 

土地は冥府に遊行し（地蔵）菩薩に参見す

る。菩薩は我が幽冥地府も土地のお蔭と謝意

を述べる。土地は菩薩に自分の顔をたて、土

地宝巻を宣念している者については地獄に

送らないよう求める。 

善惡察対品第二十 
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土地が地蔵菩薩に土地祠を建て、土地像を

造り、土地巻を宣巻し、土地会に集う者の罪

障を軽減するよう求める。 

護善降魔品第二十一 

王舎城の経商が山に入って樹を斬ってい

ると、猛獣毒蛇が集まってくる。年長の経商

が、山中の猛獣は土地の管轄だと述べ、土地

に救いを求める。土地が現われ猛獣を追い払

い、経商に日ごろ会を催し、廟を建て、像を

造っていたから救ったと述べる。 

行善增福品第二十二 

長安に王善という貧しい男がおり、柴を売

って暮らしていた。日に七分の銀を稼ぐと二

分のみ自身のために使い、五分は喜捨に使っ

た。それを嘉した財神（土地）が白金を賜っ

たが、王善はそれを役所に届けた。銀に「天

賜王善」の文字があるのを見た役人が王善に

持ち帰らせると、王善はそれを齋僧、済貧、

蓋廟に使った。上天も王善に黄金を賜ったが、

王善はすべて喜捨してしまった。かくて王善

の夢に土地神が現われ、今生の福を受け尽く

した後、四王天に転生すると伝えた。 

孝感神護品第二十三 

西京河南府に李安、李楽の兄弟がいた。老

母の求めに応じ、虎の肉を求めて山に入った

が、うまくゆかない。一方がえさとなり虎を

誘き出すことにしたが、どちらもその役を譲

らず、山神廟で籤により決めることにした。

二人の孝心を愛でた山神（土地）は罪を犯し

た虎を山頂から突き落とし、兄弟に与えた。

虎肉を食べた母は元気になった。 

普済群生品第二十四 

土地宝巻の利益の列挙。世人は天に求める

も地に求めることを知らず、仏を拝するも地

を拝さない。天に求め仏を拝しても、地の上

で成長し地の上で成就するのは変わらない。

世人よ、土地を尊敬し宝巻を宣念すれば諸魔

は侵さず善神が擁護してくれる云々。 

 

 以上の内容紹介により、『先天元始土地宝巻』

がおおよそ四部分からなることがわかろう。開

経偈から第二品までの、土地の出自を無極聖祖

と語る第一の部分。第三から第十三品までの、

無極聖祖の化身たる土地が霊山仏前の紅炉に

跳び込み、肉体が消滅するまでの経緯を語る第

二の部分。第十四から第十七品に及ぶ、仏の供

養により仏の前に顕現した土地の天帝への要

求と仏を介しての土地と天帝のやりとり、天宮

を玉帝と土地で折半するとの決着を見るまで

の経緯を述べる第三の部分。第十八品以降の、

土地信仰ならびに土地宝巻の功徳を述べる第

四の部分がそれである。このうち、文学史的に

注目されるのは第二の部分である。 

 

  三 『先天元始土地宝巻』と『西遊記』 

 『先天元始土地宝巻』の第十品には通天大聖

と斉天大聖が登場する。改めて言うまでもなく、

斉天大聖は孫悟空のことであるが、通天大聖も

『楊東来先生批評西遊記』（以下では『西遊記』

雑劇と称する）の巻三第九齣神仏降孫によれば、

孫行者即孫悟空であった（ちなみに斉天大聖は

『西遊記』雑劇では通天大聖の兄となってい

る）。したがって『先天元始土地宝巻』には二

人の孫悟空が登場しているともいえるのだが、

いずれが『西遊記』の孫悟空かといえば、行者

とも称される斉天大聖に軍配が上がろう。この

斉天大聖、第十一品では土地と一騎打ちをする。

つまり退治される側が退治する側に変わって
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いるのである。そうではあるが、『先天元始土

地宝巻』の斉天大聖即行者が『西遊記』の孫悟

空を念頭に創作されていることに間違いはな

さそうである。 

ところが『先天元始土地宝巻』の第十三品は、

仏の面前に引っ立てられた土地が自らの行い

を恥じて大紅炉に跳び込み、「凡體棄捨，得清

淨身」したことを語っている。これもまた『西

遊記』で孫悟空が大鬧天宮の後、太上老君の八

卦炉に投げ込まれる情節を念頭に創作された

に相違ない。両者は、土地が凡体を脱し、清浄

の身を得て遍く乾坤沙界に普賢の行を行い、大

悲の心を発し、文殊の智を得て地蔵の願いに当

たったとされるのに対し、悟空は火眼金睛とな

ったのみで八卦炉を跳び出し、再度天宮を大混

乱に陥れたとされる点が異なるにすぎない。こ

の相違をどのように認識するかは大問題とい

ってよいのだが、大いに天宮を鬧わがせた狼藉

者が炉に自ら入る（或いは罰として入れられ

る）という基本構造が一致していることは紛れ

もない事実である。 

 筆者はかつて、三蔵一行が万寿山の鎮元子の

五荘観に立ち寄った際、正殿に天地の二文字の

みが掛けられており、五荘観の主である鎮元子

が地仙の祖、そのお宝の人参果が地仙の物とさ

れること、後日鎮元子と義兄弟の契を結ぶこと

になる孫悟空が斉天大聖と名乗っていたこと

などに疑問を覚え、二郎神と変化を尽くして闘

った孫悟空が、最後に意外にも土地廟に化けた

こと、さらに悟空が土地神を手足のごとく使役

することに着目し、「大鬧天宮の悟空の原身は

猿の土地神ではなかったか」と述べたことがあ

る3。 

筆者がここでわざわざ「大鬧天宮の」と限定

したのは、『西遊記』は出自の異なる四つのパ

ーツ―孫悟空の生い立ち（大鬧天宮）、三蔵法

師の生い立ち（江流和尚）、唐太宗の死と再生

（夢斬涇河龍と唐太宗遊地獄）、西天取経―か

らなり、この複数のパーツに登場する人物（孫

悟空と三蔵法師）には統合された性格が附与さ

れているが、それぞれの部分にはそのもととな

った物語固有の性格が自ずと強く現れている

と考えているからである4。 

 閑話休題、筆者は、『西遊記』雑劇で通天大

聖であった孫悟空の封号が『西遊記』で斉天大

聖と変わったのは、斉天大聖の意味するところ

が「『西遊記』雑劇の天（ないしは天帝）に斉

しい（対等な）大聖の意味から、「世徳堂本西

遊記」にあってはそれを名乗る孫悟空が天に斉

しい存在、すなわち地の属性を有する（または

地を代表する）大聖であることを意味すると変

わったのではなかったか」5、だからこそ孫悟空

は地仙の祖である鎮元子と義兄弟となりえた

のだと考えてみた。つまり孫悟空と鎮元子は二

にして一の存在であると考えたのである。 

 ひるがえって「世徳堂本西遊記」6の編者がそ

うした発想のもとに第十八難「五荘観中」を創

作し得たゆえんはどこにあったのか。この点を

考察するにあたって重大なヒントを与えてく

れたのが、大鬧天宮の二郎神との闘いにおいて、

孫悟空が土地廟に化けたことであった。『西遊

記』において孫悟空が変化の能力を最大限に発

揮して闘ったのはわずか二度であった。最初が

二郎神との闘いで、二度目が牛魔王との闘いで

ある。前者は二郎神の優位に闘いが進んだが、

後者では悟空の優位に進み、最後進退窮まった

牛魔王は原身を現し、巨大な白牛となった。し

からば二郎神との闘いで悟空が最後に化けた
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土地廟は悟空の原身ではなかったか、というわ

けである。 

 ただし、この結論には重大な疑問点があった。

土地廟の主である土地神は、孫悟空にたびたび

呼び出され使役されているように下級神であ

って、地仙の祖とされる鎮元子と義兄弟になれ

るほどの大物ではなかったからである。 

ところが『先天元始土地宝巻』における土地

は無極即無極聖祖の化身とされていた。無極は

天地万物に先んじる存在で、無極から太極が、

太極から両儀が、両儀から陰陽が、陰陽から天

地が生まれ、天地から万物が生まれたとされる。

すなわち天地世界はことごとく無極の化身で

あって、世界万物は皆土地から生じたことにな

っている。土地の骨格が山嶽坵嶺に、血脈が湖

海江河に、毛孔が草木叢林となったとも、万物

は土地から生まれて土地に帰り、諸仏も地を借

りて安居しているとも、無極聖祖が乾坤に化し

て万物を生じさせ、人を養育しているともされ

る。それなら地仙の祖である鎮元子と義兄弟に

なるに十分な資格があるといってよい。かくて

先の重大な疑問は解消された。 

ちなみに三蔵一行が五荘観に到着したおり、

鎮元大仙（鎮元子）は元始天尊の簡帖を得て、

上清天弥羅宮に『混元道果』を聴聞にでかけて

いたという。これに対する『先天元始土地宝巻』

の土地は、天宮に説法にいった仏を尋ねて三清

宮で元始天尊に参見し、「我和你貼骨尊親，源

里一脈。我將如意與你作一拄杖，以為後念」と

言われ、孫悟空の如意棒に相当する如意を賜っ

ている。土地は元始天尊の指示に従い、霊山で

仏を待つための帰路に就くが、南天門で霊霄殿

を見たいとの思いから天兵天将と悶着を起こ

し、天宮を大いに鬧せることになった。つまり

『西遊記』の孫悟空の大鬧天宮と『先天元始土

地宝巻』の土地の大鬧天宮はいわば表裏の関係

にあるのである。 

問題は『先天元始土地宝巻』の成立時期であ

る。既述のごとく、『先天元始土地宝巻』には

『西遊記』の影響が認められる。斉天大聖即行

者が土地と一騎打ちし、孫悟空の身外身の法ま

がいの分身の術を使うところなど、『西遊記』

成立以後に、それによって書き加えないし修正

がなされたものであろう。 

しかし、『西遊記』には通天大聖は登場して

いない。『西遊記』雑劇においては孫悟空即通

天大聖であったことは既述の通りだが、『西遊

記』雑劇は日本の宮内庁書陵部で発見された万

暦甲寅の小引を冠する刊本が海内の孤本であ

った。万暦甲寅はその四十二年、西暦では1614

年にあたり、『西遊記』はすでに存在していた。

だが『西遊記』雑劇の成立がそれ以前に遡るの

は確実である。 

『西遊記』雑劇の巻頭で撰者と記されている

のは元の呉昌齢であるが、実のところ『西遊記』

雑劇の撰者は楊景賢（又は景言）であるとされ

る。『録鬼簿』の著録に従えば、呉昌齢の作品

は『唐三蔵西天取経』であり、『西遊記』とさ

れるのは『録鬼簿続編』に著録される楊訥（原

名は暹、景賢は字）の作品であるからである。

先人の研究によれば、楊景賢は明初の人という。

しからば『西遊記』雑劇が「世徳堂本西遊記」

に先んじて成立していたことはまず間違いの

ないところであろう。もちろん『西遊記』雑劇

が中国にも残っていて、清以降に『先天元始土

地宝巻』を修正した人の目にとまった可能性は

皆無ではないが、極めて低かろう。しからば『西

遊記』雑劇と同様通天大聖が登場する『先天元
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始土地宝巻』にもこれと同時期の成立の可能性

を考えてもおかしくはあるまい。 

 

なお最後に仏が玉帝を第十六、第十七品で帝

釈と呼びかけている点を注目すべき点として

指摘しておきたい。帝釈は帝釈天のことで、仏

法の護法神であり、東方忉悧天の主とされる。

つまり仏教の帝釈天と道教の玉帝が『先天元始

土地宝巻』では同一視されているのである。こ

こで気になるのが、『西遊記』の前身とされる

『大唐三蔵取経詩話（取経記）』の「入大梵天

王宮第三」で、行者が法師の一行を北方毗沙門

大梵天王宮に連れて行っている点である。大梵

天王は『大唐三蔵取経詩話』で行者が唯一法を

使って（作法）ゆくところであった。忉悧天と

大梵天王宮では方向も主も異なるが、仏教の護

法神が登場する点では通底しているといって

よい。それゆえ筆者は、『先天元始土地宝巻』

の成立時期は「世徳堂本西遊記」以前であり、

そこに見える土地の大鬧天宮は孫悟空の大鬧

天宮に先んじ、その原初の様態を示すものと考

えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1 李世瑜の『宝巻綜録』（中華書局、1961 年 12 月）は

「明清間刊本」、車錫倫『中国宝巻総目』（中央研究院

中国文哲研究所籌備処、1998 年 6 月）は「清初刊折本」

とするが、ともに成立時期の推定を刊行時期に置き換え

たものに過ぎない。 
2 車錫倫「中国宝巻研究的世紀回顧」（『中国宝巻研究』

所収、広西師範大学出版社、2009 年 12 月）は『河西

宝巻選』と『河西宝巻続選』所収の宝巻の底本について、

「来源多未作説明，但可知其中多種宝巻是拠清末民初江

浙地区的刊本或石印宝巻‘整理’的，它們不是‘河西宝

巻’」と述べるが、「可知」の具体的な内容への言及は

ない。慶振軒・張馨心の「河西宝巻著述提要」（慶振軒

主編『河西宝巻与敦煌文学研究』所収、人民出版社、

2012 年 7 月）によれば、新文豊版の『河西宝巻選』と

『河西宝巻続選』以前に 8 種の河西宝巻を収める蘭州

大学出版社版（1988 年 4 月）の『河西宝巻選』があり

（筆者未見）、新文豊版はこれを『河西宝巻選』に 3
種、『河西宝巻続選』に 5 種振り分け、新たに前者に

10 種、後者に 17 種を加えたもののようである。蘭州大

学版、新文豊版のいずれの『河西宝巻選』にも「一九八

三年以來，我們多次深入河西地區的十多個縣、市，先後

有十幾個畢業生參加，共搜集到當地農村現今流行的寶卷

一○八種」を著録する「河西宝巻集録」が附されており、

新文豊版で新増された宝巻の大半はそこに見えるが、

『放飯宝巻』、『顔査散宝巻』、『土地宝巻』の 3 種

はそこに名が見えない。「河西宝巻集録」以後に輯集さ

れたものであろうか。待攷。 
3 「鎮元子と太上老君‐斉天大聖はなぜ土地廟に化けた

のか‐」（『埼玉大学紀要 教養学部』第 37 巻第 1 号所

収、2001 年）を参照されたい。 
4 「『西遊記』の構想‐再生した善神と治水神話‐」（『埼

玉大学紀要 教養学部』第 28 巻所収、1992 年）を参照

されたい。 
5 前掲註 3 の拙論を参照されたい。 
6「世徳堂本西遊記」については拙論「通天河はどこに通

じていたのか‐『西遊記』成立史の一齣‐」『埼玉大学

紀要 教養学部』第 38 巻第 2 号所収、2002 年）を参照

されたい。 




